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D. Fujita, R. Suzuki, Y.

Fujii, M. Yamada, T.
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「拡張された自己集合中空錯体へのタ

ンパク質の包接」

海老原梨沙・中間貴寛・

藤田大士・藤田誠
第15回バイオ関連化学シンポジウム 2021年9月9日

NMR analysis of solvent-induced

protein unfolding via encapsulation in a

giant self-assembled cage

Anouk Rossen・中間貴

寛・矢木真穂・藤田大士・

加藤晃一・藤田誠

第日本化学会 第102春季年会 2022年3月25日

本研究は、ホストーゲスト化学で培われた知見をもとに「空間捕捉」を活用したタンパク質構造解析法を提案した。今回新たに解析され

たように、本研究の手法をもとに未知のタンパク質の構造が明らかになり、将来的には創薬研究にもつながるような知見が得られること

が期待される。
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中空球状錯体への空間捕捉によるタンパク質の新規構造解析手法の開発

ルミノイメージアナライザー LAS4010

自己組織化巨大中空錯体にタンパク質を包接し、その内部空間への閉じ込めによる安定化効果を利用したタンパク質構造解析を行っ

た。具体的には、孤立空間内での凝集抑制効果を活用して、以下の2点についてタンパク質の構造を解析した。(1)タンパク質の変性過

程における構造変化観測。遊離条件ではタンパク質の凝集・不溶化が進む有機溶媒/水の混合溶媒中でのタンパク質の構造のNMR解

析に成功した。有機溶媒比率を変えてタンパク質のフォールディングがほどけていく過渡的な構造を観測した。(2)アミロイドβの凝集初

期構造解析: アルツハイマー病の原因とされるアミロイドβタンパク質の凝集における初期構造の観測を行った。アミロイドβタンパク質

の断片ペプチドを分子数を制御しながら中空錯体へ包接し、その会合構造をNMRにより解析した。このタンパク質包接体をSDS-PAGE

によって評価するにあたって、ルミノイメージアナライザー LAS4010を用いた。
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自己組織化中空錯体への閉じ込めによ

るアミロイドβ疎水性断片の凝集初期

構造解析

竹内絵里奈・中間貴寛・

矢木真穂・藤田大士・加

藤晃一・藤田 誠

第日本化学会 第102春季年会 2022年3月25日

自己集合中空錯体の孤立空間への捕

捉によるタンパク質の安定化

海老原梨沙・中間貴寛・

矢木真穂・藤田大士・藤

田誠

第日本化学会 第102春季年会 2022年3月25日

自己組織化中空錯体への空間捕捉を

利用した画一的条件でのタンパク質結

晶化

舟見進吾・中間貴寛・藤

田大士・藤田誠
第日本化学会 第102春季年会 2022年3月23日

弱い相互作用の解析を目指したタンパ

ク質とリガンド分子の自己集合球状錯

体への共包接

田所美璃・中間貴寛・藤

田誠
第日本化学会 第102春季年会 2022年3月25日


